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●浜 の 話 題  

○ 5月 30日、横浜市漁協本牧支所でトリガイ養殖試験の貝の大きさの測定を行いました。詳

細な成長と生残率は解析中ですが、1月から３月に東京湾で採捕した殻長40から50mmの天

然貝を種苗として用いて、80mm前後まで育成できました。出荷試験も併せて行ったところ食

味がよいため仲買の評価も高く、高値で売れたそうです。 

○ 6月 2日、真鶴町岩地先の藻場で潜水調査を実施しました。近年は西湘地区でも藻場のカジ

メ等の減少が局地的に見られています。これから夏場に入り、水温の上昇に伴いアイゴの来遊

時期となりますので、各地の磯根で藻場の状態に変化が見られた場合などは試験場までご一報

ください。 

    岩漁港沖のカジメ群落       藻場潜水調査の様子 

○ ６月４日、「魚まつり朝市」が、平塚魚市場で盛大に開催されました。当日は、定置網の朝

どれ地魚のアジ、サバ、カマスや湘南しらす製品が直売され、特にイワシは詰め放題で提供さ

れました。また、来場者が参加できるセリ体験や、昨年の夏にプライドフィッシュに選定され

た「平塚のシイラ」で作ったつみれ団子入りの漁師鍋の提供もあり、こちらも好評だったそう

です。 

○ 6月６日、鎌倉漁協漁業研究会は漁業法及び水産業協同組合法に係る勉強会を開催し、水産

技術センターの普及員から、漁業を行う際のルールや漁業協同組合の仕組みについて説明を受

けました。



○ ６月８日、小田原市漁協遊漁部会は活動の一環として、小田原沖の3地点に簡易浮魚礁を

設置しました。この魚礁は回遊性魚類の蝟集（いしゅう）を図り、新しい釣り漁場を造成する

ことを目的として毎年実施しています。今年も好漁場の形成が期待されます。 

     設置された簡易浮魚礁 

○ ６月９日、長井町漁協の井尻地区の漁業者が管理するワカメの種糸について、水産技術セン

ターの検鏡により、順調に成長していることが確認されました。今後は暑い日が増えることか

ら、ワカメの種糸を管理している小屋の風通しを良くしました。 

○ ６月 9日、茅ヶ崎市漁協は漁業者研修会を開催しました。当日は同漁協組合員28名、茅ヶ

崎市農業水産課職員３名が参加し、担当普及員が「黒潮流型と漁況の対応」と「ＩＴを通じて

閲覧できる漁業に役立つ情報」の２課題について説明しました。特に、５パターンの黒潮流型

と漁況の対応については漁業者の関心は高かったです。また、黒潮流路の予測等の海況情報、

漁況、気象情報等、パソコンやスマートフォン等で閲覧できる漁業関連サイトについての紹介

もしました。 

          茅ヶ崎市漁協漁業者研修会の様子 

○ ６月 13日、長井町漁協の潜水部会は、横須賀市及び水産技術センターの協力のもと、藻場

の回復を目的としたウニ類の除去活動を実施しました。実施海域では磯焼け被害が見られたも

のの、少数ながらカジメが残存していました。ウニ類を除去することにより、次世代のカジメ

が増えてほしいと漁業者は話していました。 

○ ６月 13日、国立研究開発法人水産研究・教育機構増養殖研究所は、共同研究を行っている

水産技術センターや長井町漁協所属のトラフグ漁業者の協力のもと、横須賀市長坂地先にトラ

フグの稚魚３万尾（平均体長４cm）を放流しました。今後、水産技術センター栽培推進部が中

心となり、砂に潜る行動の調査等を実施する予定です。 



○ 6月 13日から14日にかけて、神奈川県しらす船びき網漁業連絡協議会は静岡県から愛知

県方面を視察しました。同協議会会員20名が参加し、焼津漁具センターでは静岡県で使用さ

れている釣り漁具について、石原水産マリンステーションではカツオ･マグロの加工について、

ヤマハコミュニケーションプラザでは、船外機からバイク、飛行機に至るまでのヤマハの製品

について視察し、その後、豊川稲荷で操業の安全と大漁を祈願したそうです。最近、協議会に

加入した会員も参加し、会員相互の親睦を深めるだけでなく、情報交換の良い機会となったそ

うです。 

 親睦と情報交換の良い機会となりました  豊川稲荷で操業の安全と大漁を祈願 

○ ６月１４日、横浜市立南本宿小学校５年生が、みうら漁協松輪支所の水揚げ場を訪れ、松輪

サバの水揚げを見学しました。次々と水揚げされるサバを見て小学生から歓声が上がっていま

した。 

松輪サバの水揚げ見学の様子



●お 知 ら せ  

○ ８月 7日（土曜日）、相模湾試験場では、県水産課の漁業就業支援事業の一環として、

漁業就業希望者を対象に、平成29年度第1回漁業体験研修を開催します。当日は、大磯

二宮漁協の協力のもと、同漁協の二宮漁場の大型定置網での漁労作業や、漁獲した魚の選別

出荷等を体験する内容となります。漁業就業に興味をお持ちで、参加希望の方は、県水産課

ホームページを通じて公募しておりますので、下記ページをご覧の上お申し込み下さい。 

http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f532921/p1146585.html

二宮漁場での漁労作業の様子        去年実施した漁業体験の様子 


